
 

 

 

 ○開通前は、赤矢印のような渋滞が発生していました。 

 ○開通後は、国道 129号を走行する車両の約７～８割がアンダーパスを利用しています。 

 ○国道 129号の戸田交差点を先頭とする渋滞がほぼ解消しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最大渋滞長（開通前） 

アンダーパス利用交通 

側道利用交通 

交通量[100 台/12h(24h)]        

整備前 整備後 

国道 129 号の相模原から平塚に向かう車線では、最大渋滞長 380ｍから換算すると、

最大で約 20分の時間短縮 ができました。 

380ｍ → 0ｍ 
150ｍ 

 ↓ 

 0ｍ 

15ｍ → 0ｍ 

305ｍ → 0ｍ ※赤字は 12 時間調査のうち、 

開通前の最大渋滞長で、 

緑字は同時刻の開通後の渋滞長。 
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国道 129 号 

至 横浜 

写真方向 

（ ）は、市街地における国道の一

般的な昼夜率 1.33を乗じて 24時間

交通量に換算した数値です。 

999 

開通後調査日：平成 29年６月６日（火） 
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開通前調査日：平成 29年１月 17日（火） 

この方向では、開通後に午後３時から５時の間

で、戸沢橋方面の影響による 30ｍから 285ｍの

渋滞が確認されました。 
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戸田交差点立体化による整備効果 

戸田交差点における渋滞長・交通量調査結果

（12 時間 ７：00～19：00） 

側道部では、開通後に大型車の集中などに

よる一時的な渋滞が確認され、最大値は午

前９時から９時 10分の間の 115ｍでした。 

（8：10～8：20） 

（9：30～9：40） 

（14：20～14：30） 

（17：20 

～17：30） 



    

 

国道 129号は、平塚市の国道 134号から厚木市を経て相模原市の国道 16号にいたる県土の 

 南北主要交通軸ですが、厚木市域においては、東名厚木ＩＣと接続していることもあり交通量 

が非常に多く、県土の東西主要交通軸である県道 22号(横浜伊勢原)との戸田交差点付近では、 

交通渋滞が慢性化していました。 

こうしたことから県では、戸田交差点付近における交通の安全と円滑化を図るため、平成 12 

年度から国道 129号が県道 22号をアンダーパスする「戸田交差点立体化」事業を進め、平成 

29年３月 25日に供用を開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アンダーパス 

至 伊勢原 

至 

相
模
原 

事業着手前（平面交差） 完 成（立体交差） 

至 

平
塚 

至 横浜 

○事業箇所 厚木市 戸田～酒井 地内 

○事業延長 Ｌ＝約 1,200ｍ 

○基本幅員 Ｗ＝22ｍ～37.5ｍ 

○供 用 日 平成 29年 3月 25日 

○事業期間 平成 12年度～平成 29年度 
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東名高速道路

相
模
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国
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県道22号（横浜伊勢原）

厚木市

伊勢原市

平塚市

海老名市

寒川町

本厚木駅

厚木IC

(仮称)厚木南IC
海老名南JCT

戸田交差点

戸田交差点立体交差事業の概要（参考） 

 
アンダーパス開通後の状況 

  


